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森
　
建
二 

議
員

関
連
質
問

問　

防
災
井
戸
の
設
置
の
方
針
及
び
避
難

所
等
で
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
所
は
ど
こ

か
。

答　

防
災
井
戸
の
明
確
な
設
置
方
針
は
、

特
に
定
め
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
災

害
時
に
伴
う
断
水
時
に
ト
イ
レ
な
ど
の
生

活
用
水
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

避
難
場
所
や
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
等

26
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
主
な
避
難

所
な
ど
で
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
は
大
網

小
学
校
、
大
網
高
等
学
校
、
み
ど
り
が
丘

近
隣
公
園
、
み
ず
ほ
台
近
隣
公
園
、
季
美

の
森
南
近
隣
公
園
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
す
。

問　

設
置
さ
れ
て
い
な
い
避
難
所
等
に
防

災
井
戸
を
設
置
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
既
存
の
防
災

井
戸
の
修
繕
等
を
実
施
し
、
災
害
時
の
生

活
用
水
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

市
役
所
に
隣
接
の
仏
島
区
が
、
市
へ

大
網
東
公
園
に
防
災
井
戸
の
設
置
を
要
望

し
た
と
こ
ろ
、
中
央
公
民
館
や
東
小
学
校

に
近
い
か
ら
当
面
設
置
予
定
は
な
い
と
の

答
え
だ
っ
た
。
近
い
な
ど
の
距
離
で
は
な

く
、
必
要
人
口
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
必
要
人
口
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

井
戸
１
本
当
た
り
の
必
要
と
さ
れ
る

人
口
に
つ
い
て
、
個
々
の
井
戸
に
お
い
て

１
日
当
た
り
の
揚
水
能
力
を
把
握
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
市
役
所
の
周
り
や
、
５
団
地
な

ど
で
は
給
水
が
必
要
な
人
口
が
多
い
。
断

水
に
な
る
と
市
役
所
の
給
水
所
は
長
蛇
の

列
が
で
き
る
。
災
害
時
に
生
活
用
水
を
地

域
で
用
意
で
き
た
ら
、
市
の
負
担
も
少
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
必
要
人
口

と
設
置
場
所
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
、
今

後
、
防
災
井
戸
設
置
を
増
や
す
よ
う
提
案

し
た
い
。

問　

断
水
対
策
に
お
い
て
、
区
、
自
治
会
、

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
動
制
限
の
な
い

夏
休
み
も
終
わ
り
ま
し
た
が
、
国
に
お
い

て
は
、
第
８
波
に
備
え
た
５
回
目
の
接
種

と
い
っ
た
報
道
も
さ
れ
、
さ
ら
な
る
変
異

株
の
出
現
、
増
大
に
対
し
て
予
断
は
許
さ

れ
な
い
状
況
で
す
が
、
本
市
の
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
状
況
は
、
担
当
課
や
大
網
病
院
の

奮
闘
と
、
市
内
医
療
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
接
種
に

携
わ
る
医
師
会
等
医
療
関
係
者
の
皆
様
や

市
職
員
の
方
々
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
す
。
ど
う
か
、
引
き
続
き
、
市

民
の
生
命
、
健
康
維
持
の
た
め
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

小
湊
鐵
道
に
よ
り
「
み
ず
ほ
台
循
環

路
線
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

11
月
以
降
に
、
季
美
の
森
行
の
バ
ス
減
便

に
併
せ
、
こ
の
循
環
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ

れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
現
在
の
１
日
あ
た

り
の
運
行
便
数
及
び
１
便
あ
た
り
の
乗
客

人
数
、
ま
た
赤
字
額
も
教
え
て
下
さ
い
。

答　

季
美
の
森
線
の
大
網
駅
で
の
待
機
時

間
を
利
用
し
運
行
さ
れ
て
い
る
「
み
ず

ほ
台
循
環
路
線
バ
ス
」
に
つ
き
ま
し
て

も
、
慢
性
的
な
運
転
士
不
足
に
加
え
、
利

用
者
の
減
少
に
よ
り
収
益
改
善
が
見
込
め

な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
労
働
基
準
法
の

改
正
に
よ
る
運
転
士
労
働
時
間
の
見
直
し

に
よ
り
現
状
の
運
行
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

「
季
美
の
森
線
」
の
減
便
と
併
せ
、「
当
該

循
環
路
線
バ
ス
」
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
事
業
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。
運
行
便
数
は
、
朝
の
通
勤
時
間

帯
に
４
便
、
夕
方
に
２
便
運
行
し
て
お
り
、

そ
の
内
、
３
便
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ア
ミ
リ
ィ
を
経
由
し
て
い
ま
す
。

　

損
益
分
岐
人
数
及
び
１
便
あ
た
り
の
利

用
者
数
は
、
１
便
あ
た
り
２
．
０
人
で
あ

り
、
赤
字
額
は
、
１
日
あ
た
り
約
１
万
円

と
の
こ
と
で
し
た
。

問　

こ
の
路
線
を
市
で
補
助
維
持
す
る
考

え
に
つ
い
て
、
お
答
え
下
さ
い
。

答　

今
後
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る

中
で
、
み
ず
ほ
台
地
区
に
限
ら
ず
高
齢
者

を
は
じ
め
と
し
た
市
民
の
日
常
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
対
応
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

行
政
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
に
あ
わ
せ
て
、
カ
ー
ド
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
施
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
住
民
の
利
便
性
向
上
、

窓
口
業
務
の
負
担
軽
減
、
証
明
書
交
付
事

務
コ
ス
ト
の
低
減
の
３
点
を
か
か
げ
て
い

ま
す
。
本
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
の
は

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
隣
で
は
、
茂

原
市
、
山
武
市
は
す
で
に
導
入
し
て
お
り
、

東
金
市
で
も
導
入
予
定
と
伺
っ
て
ま
す
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
等
が
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
等
の
キ
オ
ス
ク
端
末
か
ら
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
県
内
で
は
、
54
市
町

村
の
う
ち
42
団
体
が
導
入
済
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
行
っ
て
い
な

い
団
体
は
、
12
団
体
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
に
あ
た
っ
て
は
、
シ
ス
テ
ム
構
築
に
係

る
初
期
費
用
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し

て
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料
や
コ
ン
ビ
ニ
に

支
払
う
手
数
料
な
ど
、
多
額
の
費
用
が
見

込
ま
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
る
い
は
自
主
防
災
組
織
に
断
水
対
応
の

分
担
を
要
請
し
て
は
ど
う
か
。
特
に
自
主

防
災
組
織
は
、
発
電
機
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
既
に
あ
る
防
災
井
戸
に
電
動

ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
、
防
災
井

戸
を
設
置
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
自
主
防
災
組
織
や
区
、
自
治
会
に
対

し
断
水
時
の
生
活
用
水
の
確
保
な
ど
、
改

め
て
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
に
防
災
井
戸
を
設
置
し
た
り
、
電

動
ポ
ン
プ
を
つ
け
る
の
も
全
て
費
用
が
か

か
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り
市
の
負
担
が

減
り
、
市
が
よ
り
高
度
な
防
災
事
業
を
で

き
る
の
な
ら
、
将
来
に
お
い
て
安
い
も
の

だ
と
思
う
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
洪
水
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
浸
水
深
の
区
分
が
、
50
セ
ン
チ

か
ら
３
メ
ー
ト
ル
ま
で
同
じ
に
な
っ
て
い

る
。
一
番
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
意
味
を
な

し
て
い
な
い
。
も
っ
と
細
か
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
深
の

表
示
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

り
標
準
的
な
区
分
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
区
分
を
採
用
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

浸
水
深
の
区
分
を
細
分
化
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
技
術
的
に
は
可
能
で
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
の
際
は
、
浸
水

深
の
細
分
化
を
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

問　

中
央
公
民
館
の
よ
う
な
早
期
に
開
設

さ
れ
る
避
難
所
が
満
員
に
な
り
、
近
隣
住

民
が
遠
く
の
避
難
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
。

答　

多
く
の
方
の
避
難
が
想
定
さ
れ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
避
難
場
所
を
随
時
増
や

す
の
で
は
な
く
、
一
斉
に
開
設
し
分
散
避

難
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
下 

豊
昭 

議
員

関
連
質
問

問　

会
派
創
政
の
山
下
豊
昭
で
す
。
最
初

に
公
共
交
通
の
充
実
に
向
け
て
の
項
目
。

季
美
の
森
路
線
バ
ス
減
便
に
つ
い
て
小
湊

鐵
道
よ
り
平
日
６
本
、
休
日
22
本
の
減
便

の
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
瑞
穂
地
区
の

６
本
の
廃
線
と
合
わ
せ
て
、
住
民
の
唯
一

の
公
共
交
通
の
減
便
は
日
常
生
活
に
も
大

き
な
負
担
と
な
り
、
通
勤
通
学
利
用
者
及

び
、
高
齢
者
の
多
く
の
方
が
利
用
し
て
お

り
突
然
の
提
案
と
、
減
便
実
施
日
迄
２
ヶ

月
10
日
と
、
短
い
理
由
と
、
Ｊ
Ｒ
線
と
路

線
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
、
改
善
策
や
回
数
券

の
再
発
行
の
、
再
検
討
を
住
民
要
望
と
し

小
湊
鐵
道
側
に
、
要
請
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
伺
い
ま
す
。
①
提
案
理
由
と
行
政
の

現
状
認
識
に
つ
い
て
②
減
便
提
案
後
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
、
お
答
え
下
さ
い
。

答　

ダ
イ
ヤ
改
正
の
時
期
に
つ
い
て
本
年

10
月
11
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、
11
月
以

降
に
先
送
り
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
又
、

季
美
の
森
線
の
損
益
分
岐
点
を
確
認
の
所
、

本
年
６
月
実
績
で
平
日
１
便
当
た
り
８
．

１
人
、
休
日
が
４
．
７
人
で
、
赤
字
額
は

平
日
１
日
１
万
８
千
円
、
休
日
約
６
万
８

千
円
で
、
こ
の
様
な
利
用
状
況
を
踏
ま
え

市
と
し
て
は
、
当
該
路
線
は
地
域
に
必
要

な
路
線
バ
ス
と
認
識
し
て
い
る
が
１
便
当

た
り
利
用
状
況
、
赤
字
額
を
考
慮
し
ま
す

と
赤
字
補
填
の
た
め
に
、
公
費
負
担
に
よ

り
運
行
便
数
を
維
持
し
て
い
く
事
は
、
現

状
で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

確
か
に
企
業
存
続
を
考
え
た
ら
一
定
の

理
解
は
で
き
る
が
、
利
用
者
の
立
場
で
考

え
る
時
に
、
生
活
的
に
バ
ス
減
便
は
不
便

だ
が
廃
線
を
思
え
ば
路
線
バ
ス
存
続
に
向

け
バ
ス
利
用
増
や
諸
事
情
の
理
解
も
必
要

と
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
、
前
向
き
に
受

け
止
め
る
が
Ｊ
Ｒ
と
路
線
バ
ス
と
の
乗
り

継
ぎ
改
善
や
、
回
数
券
の
再
発
行
等
に
も

地
域
住
民
に
寄
り
添
う
行
政
で
あ
っ
て
頂

き
た
い
事
を
要
望
し
質
問
を
終
り
ま
す
。

田
辺 

正
弘
　
議
員

公
共
交
通
の
充
実
に
向
け
て

会派代表質問

創
　
　
　
政

〇
路
線
バ
ス
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

問　

通
勤
・
通
学
者
に
と
っ
て
バ
ス
の
み

現
金
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
は

大
変
不
便
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
未
整

備
路
線
へ
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ

タ
ッ
チ
等
の
導
入
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

市
内
の
バ
ス
路
線
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
未
整
備
路
線
は
、
み
ど
り
が
丘

線
、
季
美
の
森
線
及
び
み
ず
ほ
台
循
環
線
、

大
網
線
及
び
豊
海
線
、
白
里
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
６
路
線
で
す
。
ご
提
言
の

あ
り
ま
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
等
の
導
入
に
係
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
路
線
バ
ス
事
業
者
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
バ
ス
１
台
当
た
り
初

年
度
で
約
80
万
円
程
度
の
費
用
が
発
生
す

る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
で
早
期

の
導
入
は
難
し
い
と
の
見
解
で
す
。

　

不
便
な
ま
ま
で
は
乗
降
者
数
は
減
る
一

方
で
す
。
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
発
信
に
つ
い
て
。

問　

災
害
等
の
情
報
発
信
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
重

要
。
令
和
元
年
の
台
風
被
害
か
ら
反
省
点

を
踏
ま
え
、
ど
の
様
な
動
き
が
あ
る
か
。

答　

市
か
ら
の
緊
急
情
報
の
発
信
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
防
災
メ
ー
ル
・
ヤ
フ
ー
防

災
に
よ
り
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
令
和
３

年
４
月
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

気
象
庁
や
警
察
な
ど
各
関
係
機
関
か
ら
提

供
さ
れ
た
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
に
関

す
る
情
報
な
ど
を
基
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

問　

市
役
所
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
を
。

答　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
は
、設

備
投
資
の
他
、回
線
費
用
が
経
常
的
に
必

要
と
な
る
た
め
、費
用
対
効
果
等
の
検
討

と
併
せ
、庁
舎
改
修
の
時
期
も
見
据
え
、総

合
的
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
避
難
所
等
に
あ
る
事
は

大
変
重
要
。
庁
舎
の
改
修
に
合
わ
せ
て
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
〇
広
報
紙
の
配
布
方
法
に
つ

い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。

黒
須 

俊
隆
　
議
員

防
災
井
戸
を
増
や
そ
う
！
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
洪
水
浸
水
深
表
示
を
細
か
く
！

個人質問


